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 イエス・キリスト生誕の場所であるベツレヘムは、イスラエルの都エルサレムから、南西に 7km ほど離れ

た丘の上に広がる町です。ここはイスラエル王国の最盛期をもたらしたダビデ王の生まれた町でした。海抜

750m といいますから、結構な高さです。今のクリスマスの季節、しかも夜ということになると、外はかなり

冷え込むのではないでしょうか。2000 年前も寒かったと思うのです。先ほどお読みいただいた聖書によると、

ヨセフとマリアは、長い旅の末に到着したこの町で、宿泊する場所を見つけることができず、家畜たちが休

む場所で夜を過ごすことになったといいます。マリアは、そこで初めての子を出産したのであります。馬小

屋と言われるこの場所を、もう少し詳しく見てみましょう。 

 イエスの時代のベツレヘムは、人口が 1000 人にも満たない小さな村でありました。今日のホテルや旅館は、

ありません。本日の聖書で「宿屋」（2:7）と訳されているギリシャ語の「カタルーマ」は、「洞窟の上の部屋」

を意味する言葉です。ベツレヘムには洞窟の上に立てられた小屋がありました。洞穴の中に家畜たちが入り、

そこで休み、寒さをしのぎ、夜を過ごした。階段を上ってゆくと上に小屋があります。そこに旅人たちが客

として泊まりました。しかし、この夜は他にも客人がいて、ヨセフとマリアが寝泊まりする余地はありませ

んでした。そこで、二人は動物たちが休む洞穴に降りてゆき、動物たちにまぎれて一夜を過ごしたのです。

もしかすると、そこには家畜の世話をする羊飼いがいたかもしれません。羊飼いは雇い人でした。ヨセフと

マリアはまともな客人としてではなく野宿同然の形で、家畜たちの過ごす場所、土間で一夜を過ごした。マ

リアはそこで初めての子を産んだのであります。 

 ヨセフがマリアを連れてベツレヘムにやってきたのは、そのころ地中海世界を支配していたローマ帝国の

皇帝アウグストスの勅令に従い、全世界の人口調査を行うための登録をするためであった、と書かれます。

しかし、一部の歴史家によると、皇帝アウグストスの時代にこのような人口調査を命じたという文書や記録

は残っていないと言われます。さらに、キリニウスがローマ皇帝の命を受けてユダヤ地方の人口調査をした

のは、キリスト誕生の時より何年も後のことであって、このルカの記述は正しくないとも言われる。しかし、

間違ってはいけません。記者ルカの狙いは自らの福音書を歴史的に正しく書こうとしたことではありません。

そうではなく、ルカはイエスがお生まれになった当時、絶大な軍事力をもって周辺国家の反乱を鎮圧し、「ロ

ーマの平和」と呼ばれる一時代を築いた皇帝アウグストスがいた一方で、それと同じ時代にベツレヘムの馬

屋に生まれ、飼い葉桶に寝かされるような仕方でお生まれになったイエス・キリストがいたことを描こうと

しているのです。ルカはこのことを通して私どもに尋ねます。「アウグストスとイエス。どちらが真
まこと

の王なの

か？」と。 

 ヨセフがベツレヘムに上っていったのは、そこがヨセフの一族が暮らす郷里だったからです。ヨセフはダ

ビデ家の血筋を引く者であり、ベツレヘムにはいわゆる彼の本家がありました。ある人の推測によると、ヨ

セフにはそこに自分の土地を持っていたかも知れないといいます。しかし、そのような土地や家畜などの資

産を敵国であるローマにこと細かに報告する手続きが、人口登録には含まれていました。人口調査は、だれ

がどこにどのように住んでいるかを調べる調査であり、それをもとに税金の額や徴兵、あるいは労役の人数

を決めるための調査でありました。税金についての調査を受けたその場所で、皇帝に対する忠誠を誓わされ

るのが通常だったといいます。誇り高きユダヤ人にしてみれば、このような人口調査は敵国による支配を痛

感させられる時であり、これに従うことは屈辱的な体験であったことでしょう。しかし、イエスの父である

ヨセフはこの人口調査に黙って従っているのです。ここにも、福音書記者ルカの主張があります。主イエス

は、決して政治的な意味での「支配者」になろうとはされなかったということです。このお方は、革命家あ

るいは政治的反逆者となるためにお生まれになったのではありません。そうではなく、権力や富による支配

とは違う仕方で、私たちの魂の救い主として、すべての人間の罪に勝利するお方としてお生まれになったの

です。 

 考えてみれば、イエスのご誕生から 2000 年が経った現代も、世界の国々の関心事は税金と軍備、経済力と

軍事力です。これらが国の力だと考えるのです。しかし、どうでしょうか。皇帝アウグストスがどれほど力



を持っていたとしても、しょせん、過ぎ去ることではないでしょうか。ちなみに、皇帝アウグストスの誕生

日は 9 月 23 日です。わが国では秋分の日、祝日です。しかしみなさん、この日に彼のお祝いをしますか。だ

れもそんなことはしません。しかし、その一方で、地上に生まれる場所もなく、冷たい土間に追いやられる

仕方でお生まれになったもう一人のお方、イエスという君のご誕生は、こうして全世界で祝われ、世界中の

人々にその誕生日が覚えられているではありませんか。ここに至って、私たちは思わずにはいられません。

「アウグストスとイエス。どちらが、真の王なのか？」という問いに、イエス・キリストこそ私たちのまこ

との王、メシアだと言わざるをえないと。ここで言うメシアとは、私たちを本当の意味で救うお方という意

味です。 

 福音書記者ルカは、お生まれになった救い主イエスが飼い葉桶に寝かされていたということを 7 節と 12 節

の 2回も書き記しています。飼い葉桶とは、家畜たちのまぐさを入れる桶のことです。動物たちの唾液や干し

草で汚れたその桶は、どう見ても綺麗とは言えません。生れたばかりの赤子を寝かせる場所としては不適当

極まりない場所であります。ついでに言うと、イエスが寝かされた飼い葉桶は石で作られていた可能性が高

いと言われます。石の飼い葉桶では赤ちゃんの体が冷えてしまうではありませんか。赤ちゃんが冷たい石作

りの飼い葉桶に寝かされるとは、なんということでしょうか。 

 私たちがイメージする飼い葉桶は、桶という漢字が示すように木で作られたものです。そこにはわらが敷

かれ寝床もある。ヨーロッパ中世の農家の人たちの日常生活がそこには反映されており、多くの修道院でも、

そのような飼い葉桶が礼拝堂に飾られました。しかし、同じ中世でも、東方教会、すなわちかつての東ロー

マ帝国の首都ビザンチウムを本山と仰ぐ教会では、この季節に石造りの飼い葉桶がまるで棺桶のような形状

で展示されるといいます。そこに眠る幼子は白い布にくるまれ、まるで遺体のような格好で置かれるという

のです。それは明らかにイエスの死を指し示しています。すべての人のためにお生まれになった救い主は、

人々のために死んで復活されるお方であるということを、この東方教会の飼い葉桶は指し示しているのです。 

 飼い葉桶がどのようなものであれ、そこには一つのメッセージがあります。それはイエス・キリストの貧

しさです。神は栄光の中に来られたのではなく、布やぼろきれにくるまれてお生まれになりました。主はま

さに私たち人間の姿で、人間のひとりとしてお生まれになりました。飼い葉桶の中の幼子は、神の御子がそ

の誕生の時からこの世の貧しい者と連帯されていることを示しています。同時に神は低く小さくなられ、無

防備な姿でこの世に来られました。平和の君として来られた方は、丸腰の裸でおいでになられた、武器を持

たずに来られたのです。 

 クリスマスの賛美歌「まぶねのかたえに」は、J/S バッハが作曲した歌として知られる賛美歌ですが、この

曲の作詞者はパウル・ゲルハルトという牧師です。その原詩でゲルハルトは、「主イエスよ、私をあなたのま

ぶねとしてください」と書いています。イエスはホームレスとしてお生まれになりました。幼子イエスを私

たちの王として迎える心の部屋が私たちにあるでしょうか。クリスマスの夜の出来事は、その問いを私たち

に投げかけています。 

 

お祈りいたします。 


